
  
＜鳥取県学力向上推進プラン＞  

平成１９年度以降の全国学力・学習状況調査結果の推移、児童生徒質問紙調査の結果等の分析から明らかとな

った課題の解消に向けて、県教育委員会と市町村（学校組合）教育委員会が連携し、学力向上施策を総合的に推

進していくためのプランとする。  なお、本プランは令和２年度から令和５年度までの学力向上施策を推進していくためのプランとし、取組状況
について県教育委員会や市町村教育委員会で情報を共有するとともに、令和２年度以降も学力向上推進プロジェ

クトチーム（ＰＴ）を継続設置し、Ｒ（リサーチ）－ＰＤＣＡサイクルを回しながら、プランの進捗状況を随時

点検、検証、改善していく。                                                                                   

４ 確かな学力・学びに向かう力の向上のために   
学力向上推進ＰＴ・学力向上推進ワーキンググループ（ＷＧ）会議での意見を踏まえ、鳥取県の「教育に関

する大綱」、鳥取県教育振興基本計画を基に学力向上に向けた中長期的な方向性と具体的な方策を示した

「鳥取県学力向上推進プラン」を策定し、学力向上の取組を推進する。 目 的 
◇子どもたち一人一人の関心意欲の向上・確かな学力の定着 
◇子どもたちが「わかった」「できた」を実感できる授業づくり 目標（目指す姿）  
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鳥取県の子どもたちが、さらに伸びていくための 
とっとりの 授業改革     ③ 資料の活用 

・問題解決に必要な資料を使って 
調べたり、考えたりする学習を 
設定する 
・考えの形成のために情報を精査 
させる 
④ 思考の整理 
・調べたことやわかったことをノ 
ートに書かせる 
・問題の解き方や考え方をノート 
に書かせる 
⑤ 説明・発表の機会の充実 
・考え方や理由を筋道立てて説明 
する学習活動を設定する 
⑥ 学び合う活動の充実 
・ねらいをはっきりさせ、新しい 
考えを、みんなで生み出す活動 
を設定する 

・考えを広げたり深めたりする活 
動を設定する 

・意見交換や議論の場を設定する   
⑦ 学習評価の
推進 

・一人一人の学習

状況や実現状況

を把握する 
・個に応じた手立

てや支援を行う みんなで創ろう！ とっとりの 学び                                            
主体的・対話的で深い学び 「とっとりの授業改革 

【１０の視点】」の中で 
関係の深い視点 

＜主体的な学び＞  学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連づ
けながら、見通しを持って粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返
って次につなげる「主体的な学び」が実現できているか。 ❶ ❷ ❸ ❹ ❼ 

❽ 
❾ ❿ 

＜対話的な学び＞  子ども同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛か
りに考えること等を通じ、自己の考えを広げ深める「対話的な学び」が実
現できているか。 ❸ ❺ 

❻ ❿ 
＜深い学び＞  各教科等で習得した概念や考え方を活用した「見方・考え方」を働か
せ、問いを見いだして解決したり、自己の考えを形成し表したり、思いを
基に構想、創造したりすることに向かう「深い学び」が実現できている
か。 ❶ ❷ ❸ 

❹ ❺ ❻ 
❽ ❾ ❿  

知的好奇心 
の喚起 次につながる 

振り返り 
 

活用する力を育てる 
言語活動 と 学習評価 

指
導

評
価

一
体
化 

⑩ 落ち着いてのびのびと学べる環境づくり （学びの集団・人間関係づくり） 

⑧ 学習を振り返 
る活動の設定 

・「振り返り」の時間を

設定し、達成感・成

就感を味わわせる 
・次の学習の課題やポ

イントがつかめるよ

う工夫する  
⑨ 家庭学習と連動し
た学びの定着 

・学校で学んだことが

家庭での復習や予習

および自主的な学習

につながるような支

援に努める  

① 魅力的な課題・教材
の提示 

・自ら問いを見出し、調 
べてみたい、みんなで 
考えてみたい課題や教 
材を提示する 

・学習への見通しを持た 
せる  
② 体験的な学習の 
充実 

・これまで学んだことの

つながりを意識させる 
・地域の人・もの・こと

など日常生活とのつな

がりを意識させる 
・具体物や視聴覚教材を

使用する 
・実験や作業を取り入れ 
る  
「主体的・対話的で深い学び」と 

「とっとりの授業改革【１０の視点】」との関わり 
本県においては、「とっとりの授業改革【１０の視点】」を授業改善の視点として位置づけることで、
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善につながると考えています。 
主体的・対話的で深い学びの実現に向けて 
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